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倫理委員会 委員長 殿

令不日 8年   4月  28日

倫 理 審 査 申 請 書

所属・職名

氏名

看護都

中川 舞子 ④ :

下記のとおり、倫理審査をお願いしたく申請いたします。

なお、本件は、倫理委員会が承認 し、これに基づく倫理委員会委員長からの指示・決定が通

知された後に実施します。

記

課題名 :回復期サリハビリテーション病棟身体的拘束最小化プロジェクトチーム報告

―意識変容と拘束率の低減―

新規に導入される医療

保険診療の対象とならない医療

患者に不利となる可能性のある医療

その他

(1)

(2)

(3)

(4)

研究責任者 :中川舞子

概要

(目 白勺)

当病棟では、安全管理を優先 し身体的拘束が常態化することで、カンファレンスが形骸化し

やすいことが課題であつた。本活動は、スタンフが自発的に代替案を検討できる体制構築の

ため、病棟独自のプロジェク トチームを発足させた。プロジェクトチームによる介入がスタ

ンフの意識および身体的拘束率に与える影響を明らかにすることを目的とする。

(方法〉

令和 7年 9月 より、病棟管理者 3名、認知症看護認定看護師 1名、看護師 1名 、看護補助者

1名 によるプロジェクトチームを立ち上げた。定例会議に加え、各ブロックより対象者を先

体し、PTメ ンバーが病棟カンファレンスヘ直接介入した。現場でのケア検討や代替案の提案、

フィー ドバックを継続的に実施 した。評価表として、導入前 (令和 7年 1月 ～令和 8年 1月 )

の身体的拘束率の比較と、スタッフヘの意識調査アンケー トを実施した。

(倫理上の配慮)

本研究の実施にあたり、対象スタッフには調査目的および結果を学会発表に使用することを



事前に説明し、アンケー トヘの回答をもつて同意を得た。意識調査アンケー トデータおよび

身体的拘束使用率に関するデータは、外部持ち出し不可能な院内端末にて保管し、研究責任

者のみがアクセス権限をもつ運用とした。USBメ モリなどによる院外への持ち出しは行わ

ず、発表後は速やかにデータ削除する。また、身体的拘束使用率の集計に際しては、忠者個

人の特定につながる情報は一切収集せず、使用数のみを数値化 して解析に用いることで、匿

名性の確保に努めた。


